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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　露光用の開口部を有する地板と、
　前記開口部の開閉状態を切り替えるよう動作可能な羽根と、
　連結具を介して前記羽根と連結されたアームと、
　前記アームを介して前記羽根を駆動する駆動機構部と、を備え、
　前記連結具には凹部が形成されており、該凹部には粘着剤が充填されている、
　シャッタ装置。
【請求項２】
　前記凹部は、前記地板側に向くように形成される、
　請求項１に記載のシャッタ装置。
【請求項３】
　前記連結具は、連結ピンを含み、
　前記凹部は、前記連結ピンのうち前記地板側の頭部側に形成される、
　請求項１に記載のシャッタ装置。
【請求項４】
　前記粘着剤が粘着テープである、
　請求項１～請求項３のいずれかに記載のシャッタ装置。
【請求項５】
　前記粘着剤が粘着溶剤である、
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　請求項１～請求項３のいずれかに記載のシャッタ装置。
【請求項６】
　請求項１～請求項５のいずれか１項に記載のシャッタ装置を備える撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の一態様は、カメラなどに用いられるシャッタ装置などに関する。
【背景技術】
【０００２】
　羽根群によって開口部（画枠）を開閉することで撮像素子またはフィルムに対する露光
を行うフォーカルプレンシャッタには、地板と補助地板との間に形成された羽根室に配置
された羽根群を駆動機構により駆動することで開口部の開閉状態を変化させ、露光が行わ
れる構成となっているものがある。このようなフォーカルプレンシャッタでは、駆動機構
からアームを介して羽根群に動力を伝達する構成となっている。このような構成では、羽
根群とアームとをピンなどで連結しているが、ピンの頭部や羽根が他の部材と摺動しなが
ら動作するため、金属粉などの塵が発生していた。そこで、例えば特許文献１に記載のフ
ォーカルプレンシャッタでは、このような塵が飛散して撮像素子に付着し、画像が低下す
ることを防止するように、粘着シートを利用することが考えられていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－２８００６６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の技術では、羽根群の動作に影響を与えないようにしながら、金属
粉などの塵が発生することを防止することが十分にはできていなかった。また、例えば特
許文献１に記載の技術では、粘着シートの粘着力により、羽根が他の部材と付着してしま
う場合があった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上記課題を解決するために次のような手段を採る。なお、以下の説明におい
て、発明の理解を容易にするために図面中の符号等を括弧書きで付記するが、本発明の各
構成要素はこれらの付記したものに限定されるものではなく、当業者が技術的に理解しう
る範囲にまで広く解釈されるべきものである。
【０００６】
　本発明の一の手段は、
　露光用の開口部を有する地板（１）と、
　前記開口部の開閉状態を切り替えるよう動作可能な羽根（４、５）と、
　連結具を介して前記羽根と連結されたアーム（４ａ、４ｂ、５ａ、５ｂ）と、
　前記アームを介して前記羽根を駆動する駆動機構部（６）と、を備え、
　前記連結具には凹部（７ａ）が形成されており、該凹部には粘着剤（７ｂ）が充填され
ている、
　シャッタ装置である。
【０００７】
　上記構成のシャッタ装置によれば、アームと羽根とを連結する連結具の凹部に粘着剤が
充填されているため、粘着剤によって動作部材同士が付着してしまいスムーズな動作がで
きなくなることを防止しながら、羽根の動作により生じる金属粉や樹脂粉などの塵の飛散
を効果的に防止することが可能となる。また、この連結具が配置される箇所は特に部材の
摺動が多く発生する部分であるため、摺動により発生する塵を効果的に回収することが可
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能となっている。
【０００８】
　上記シャッタ装置において、好ましくは、
　前記凹部は、前記地板側に向くように形成される。
【０００９】
　上記シャッタ装置において、好ましくは、
　前記連結具は、連結ピンを含み、
　前記凹部は、前記連結ピンのうち前記地板側の頭部側に形成される。
【００１０】
　上記シャッタ装置において、好ましくは、
　前記粘着剤が粘着テープである。
【００１１】
　上記構成のシャッタ装置によれば、例えば工場での組立工程において、比較的容易に粘
着剤を凹部に充填させることが可能となる。また、例えば組立機械を用いながら凹部に粘
着剤を充填させることを容易にすることができる。
【００１２】
　上記シャッタ装置において、好ましくは、
　前記粘着剤が粘着溶剤である。
【００１３】
　上記構成のシャッタ装置によれば、例えば、比較的容易に、凹部に適切な量の粘着剤を
充填させることなどが可能となる。
【００１４】
　上記シャッタ装置において、好ましくは、
　前記粘着剤は、前記凹部よりも低い位置まで充填されている。
【００１５】
　上記構成のシャッタ装置によれば、粘着剤が連結具の凹部から突出することがないため
、粘着剤が他の部材に付着してしまうことを防止することなどが可能となる。
【００１６】
　また、本発明は、上記いずれかのシャッタ装置を備える、カメラなどの撮像装置を含む
。
【００１７】
　上記構成の撮像装置によれば、長期間使用したとしても高品質な画像を撮像可能な撮像
装置を提供することなどが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】羽根走行前のフォーカルプレンシャッタの平面図。
【図２】羽根走行後のフォーカルプレンシャッタの平面図。
【図３】連結ピンを頭部側から見た平面図。
【図４】連結ピンの断面図。
【図５】凹部に粘着剤が充填された連結ピンの断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明に係る実施形態について、以下の構成に従って図面を参照しながら具体的に説明
する。ただし、以下で説明する実施形態はあくまで本発明の一例にすぎず、本発明の技術
的範囲を限定的に解釈させるものではない。なお、各図面において、同一の構成要素には
同一の符号を付しており、その説明を省略する場合がある。
　１．実施形態
　２．補足事項
【００２０】
　＜１．実施形態＞
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　本実施形態のフォーカルプレンシャッタは、羽根群とアームとを連結する連結ピンの頭
部に凹部が形成され、この凹部に粘着剤が充填されていることを特徴のひとつとしている
。以下、本実施形態のフォーカルプレンシャッタについて図面を参照しながら説明する。
なお、以下の説明では、従来の一般的なフォーカルプレンシャッタと同様の構成について
はその説明を省略することがある。
【００２１】
　図１及び図２は、本実施形態のフォーカルプレンシャッタの平面図であって、図１は羽
根走行前の状態を示しており、図２は羽根走行後の状態を示している。図１及び図２に示
されるように、本実施形態のフォーカルプレンシャッタは、地板１、補助地板２、中間板
３、先羽根群４、後羽根群５、アーム４ａ、４ｂ、５ａ及び５ｂ、並びに駆動機構部６な
どを含んで構成される。先羽根群４とアーム４ａ及び４ｂ、並びに後羽根群５とアーム５
ａ及び５ｂは、それぞれ連結ピン７によって連結されている。アーム４ａ、４ｂ、５ａ及
び５ｂは駆動機構部６に連結されている。なお、先羽根群４及び後羽根群５を総称して羽
根群または羽根と呼ぶことがある。
【００２２】
　　＜地板１＞
　地板１は、フォーカルプレンシャッタの基板部分であって、露光開口（画枠）として機
能する矩形状の開口部１ａが形成されている。図１に示されるように、地板１には駆動機
構部６が搭載される。
【００２３】
　　＜補助地板２＞
　補助地板２は、地板１と対向する位置に、地板１に対して所定の間隔を空けて取り付け
られる。補助地板２には、地板１に形成された開口部１ａと類似した矩形状の開口部２ａ
が形成されている。地板１と補助地板２との間に画定された空間は、中間板３、羽根群４
及び５、並びにアーム４ａ、４ｂ、５ａ及び５ｂなどが収容される羽根室となる。
【００２４】
　　＜中間板３＞
　中間板３は、地板１と補助地板２とにより画定された羽根室に配置され、地板１及び補
助地板２にそれぞれ形成された開口部１ａ及び２ａと類似した矩形状の開口部３ａが形成
されている。中間板３は、羽根室内において先羽根群４と後羽根群５とが収容される空間
を区別するために配置される。そのため、例えば地板１と中間板３との間には先羽根群４
とアーム４ａ及び４ｂとが配置され、補助地板２と中間板３との間には後羽根群５とアー
ム５ａ及び５ｂとが配置されることとなる。
【００２５】
　地板１、補助地板２、及び中間板３に形成された開口部１ａ、２ａ、及び３ａが重なる
領域が、フォーカルプレンシャッタにおける露光用の開口として機能する露光開口（画枠
）となる。露光開口の被写体とは逆側には、例えばＣ－ＭＯＳやＣＣＤなどの光電変換素
子が撮像素子（図示せず）として配置されている。露光開口（画枠）は、駆動機構部６に
駆動された羽根群４及び５が移動することで開閉状態が変化し、露光開口が開放状態のと
きに被写体側からの光を撮像素子側に通過させる。被写体側からこの露光開口を通過した
入射光が、フォーカルプレンシャッタの先に配置された撮像素子に到達し、撮像素子が受
光した光を電気信号に変換して制御部（図示せず）などに出力することで、撮像が行われ
る。なお、上記の撮像素子に代えてフィルムなどが配置されていてもよく、これらの撮像
素子やフィルムなどを総称して本発明においては撮像部と呼ぶ。
【００２６】
　　＜羽根群４及び５＞
　羽根群４及び５は、それぞれ駆動機構部６により駆動され、開口部１ａ、２ａ、及び３
ａにより画定される露光開口（画枠）を開閉するよう動作する。羽根群４及び５は、それ
ぞれ複数枚の短冊状（露光開口より長手方向に細長い矩形状または略矩形状）の羽根によ
り構成され、アーム４ａ、４ｂ、５ａ、または５ａを介して駆動機構部６に連結される。
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上記のように、先羽根群４とアーム４ａ及び４ｂ、並びに後羽根群５とアーム５ａ及び５
ｂは、連結ピン７を介して連結されている。
【００２７】
　　＜連結ピン７＞
　連結ピン７は、先羽根群４とアーム４ａ及び４ｂとを連結し、後羽根群５とアーム５ａ
及び５ｂとを連結している。連結ピン７は、例えば頭部と軸部とを有するリベットなどで
あり、かしめられることで先羽根群４及びアーム４ａ及び４ｂを連結し、後羽根群５とア
ーム５ａ及び５ｂとを連結する。図３は、この連結ピン７を頭部側から見た平面図である
。図４連結ピン７の断面図である。図３及び図４に示されるように、連結ピン７の頭部側
には、円形状に形成された溝である凹部７ａが形成されている。なお、連結ピン７は、頭
部が地板１または補助地板２の方を向くようにかしめられている。そのため、凹部７ａは
、地板１または補助地板２の方を向いている。
【００２８】
　本実施形態の連結ピン７は、その凹部７ａに粘着剤が充填されていることを特徴として
いる。図５は、凹部７ａに粘着剤７ｂが充填された状態の連結ピン７を示す図である。図
５に示されるように、粘着剤７ｂは凹部全体に満遍なく充填されているが、凹部７ａから
上部に突出しない程度に充填されている。この粘着剤７ｂは、例えば、組み立て時に羽根
群４及び５とアーム４ａ、４ｂ、５ａ及び５ｂとを連結ピン７により連結した後に、連結
ピン７に予め形成された凹部７ａに粘着テープを取り付けることにより充填される。なお
、連結ピン７は、本発明における連結具の一例である。
【００２９】
　　＜駆動機構部６＞
　駆動機構部６は、地板１上に配置され、電磁石またはバネ等を利用した動力によって、
羽根群４及び５を動作させるよう構成される。ユーザによって、カメラ等の撮像装置のレ
リーズが行われると、駆動機構部６が動作し、その動力はアーム４ａ、４ｂ、５ａ及び５
ｂを介して羽根群４及び５に伝達される。これにより、羽根群４及び５が動作（走行）し
て撮像素子に対する露光が行われる。また、図１などにおいて、円弧状の長孔における一
方の端部（以下、終了位置という。）には緩衝部材が設けられている。この緩衝部材には
、駆動機構部６とアーム４ａ、４ｂ、５ａ及び５ｂと連結されるアームピンが当たるよう
にされている。すなわち、駆動機構部６が露光によって作動するとアームピンが緩衝部に
当たり、駆動機構部６を介して羽根群４及び５全体に伝わる衝撃が緩和される。これによ
り、走行完了時の衝撃によって羽根群４及び５が撓みにくくなる。
【００３０】
　上記のように、本実施形態のフォーカルプレンシャッタでは、羽根群４及び５と、アー
ム４ａ、４ｂ、５ａ、及び５ｂとを連結している連結ピン７の凹部７ａに粘着剤７ｂが充
填されている。これによって、羽根群４及び５が動作する際に地板１、補助地板２、及び
中間板３などと摺動して発生した金属や樹脂などの塵を粘着剤７ｂで吸着させることで飛
散を防止しつつも、粘着剤７ｂによって動作部材同士が付着してしまいスムーズな動作が
できなくなることを防止することが可能となる。また、この連結ピン７が配置される羽根
群４及び５と、アーム４ａ、４ｂ、５ａ及び５ｂとの連結部分は、特に部材（たとえば地
板１および補助地板２）の摺動が多く発生する部分であるため、摺動により発生する塵を
効果的に回収することが可能となっている。
【００３１】
　たとえば、本実施形態の構成を採用しないフォーカルプレンシャッタの連結ピン７の場
合、走行が終了したときの衝撃によって連結ピン７の頭部の周囲にある塵が連結ピンから
飛散することがある。つまり、羽根の走行が完了したときが、撮像部等に塵が付着しやす
い状態となる。これに対して、本実施形態の構成のフォーカルプレンシャッタであれば、
走行が終了したときに塵が撮像部等に付着する可能性が低くなる。
【００３２】
　また、本実施形態のフォーカルプレンシャッタでは、粘着剤７ｂとして粘着テープを利
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用することができる。このように、連結ピン７の凹部７ａに粘着テープを配置した構成の
フォーカルプレンシャッタでは、例えば工場での組立工程において、比較的容易に粘着テ
ープを凹部７ａに充填させることが可能となる。また、例えば組立機械を用いながら凹部
７ａに粘着テープを充填させることを容易にすることができる。
【００３３】
　また、本実施形態のフォーカルプレンシャッタでは、粘着剤７ｂとして粘着溶剤を利用
することができる。このように、連結ピン７の凹部７ａに粘着溶剤を充填させた構成のフ
ォーカルプレンシャッタでは、比較的容易に、凹部７ａに適切な量の粘着剤を充填させる
ことなどが可能となる。
【００３４】
　また、本実施形態のフォーカルプレンシャッタでは、粘着剤７ｂが連結ピン７の凹部７
ａから突出しない構成としているため、粘着剤７ｂが地板１、補助地板２、または中間板
３などの他の部材に付着してしまうことを防止することなどが可能となる。
【００３５】
　さらに、本実施形態のフォーカルプレンシャッタを備えたカメラ等の撮像装置では、従
来構成と比較して、長期間使用したとしても高品質な画像を撮像することなどが可能とな
る。
【００３６】
　＜２．補足事項＞
　以上、本発明の実施形態についての具体的な説明を行った。上記説明は、あくまで一実
施形態としての説明であって、本発明の範囲はこの一実施形態に留まらず、同様の技術思
想に基づいて当業者が把握可能な範囲にまで広く解釈されるものである。
【００３７】
　上記実施形態のフォーカルプレンシャッタでは、連結ピン７がかしめられることで羽根
群４及び５と、アーム４ａ、４ｂ、５ａ、及び５ｂを連結していたが、連結ピン７はネジ
などの他の連結具であってもよい。
【００３８】
　また、上記実施形態のフォーカルプレンシャッタでは、連結ピン７の頭部には、頭部と
同心円状の凹部７ａが形成されていたが、凹部７ａの形状はこのような形状に限定される
ものではなく、任意に選択されてよい。凹部７ａの形状は、例えば三角形または四角形な
どの多角形状に連結ピン７の頭部全体が窪みを有する形状であってもよいし、＋型または
－型形成された窪みであってもよい。
【００３９】
　また、たとえば凹部７ａを、連結ピン７の頭部全体が窪みを有する形状とし、粘着剤７
ｂとして粘着テープを凹部７ａに貼り付けるようにした場合、粘着テープを張り替えるこ
とができるようにしてもよい。この場合、粘着力が低下したとしても、粘着テープを張り
替えることで、粘着力を復帰させることができる。
【００４０】
　また、上記実施形態のフォーカルプレンシャッタは、先羽根群４及び後羽根群５の２組
の羽根群を備える所謂２幕構成のフォーカルプレンシャッタを具体例として挙げて説明し
たが、羽根群が１組のみの所謂単幕構成のフォーカルプレンシャッタでも本発明は有効に
適用される。
【００４１】
　また、上記実施形態はフォーカルプレンシャッタを例として挙げているが、本発明はレ
ンズシャッタなどの別のシャッタ装置でも同様に利用される。
【００４２】
　また、上記実施形態では、地板１、補助地板２、及び中間板３にそれぞれ矩形状の開口
部１ａ、２ａ及び３ａが形成されている例について説明したが、これらの地板１、補助地
板２、及び中間板３に形成される開口部は矩形状、または略矩形状に限定されるものでは
ない。すなわち、これらの開口部は、方形状、または略方形状に形成されてもよいし、そ
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の他の形状であってもよい。
【００４３】
　また、上記実施形態では羽根群４及び５とアーム４ａ、４ｂ、５ａ、及び５ｂとを連結
する連結ピン７が、粘着剤７ｂが充填された凹部７ａを有していたが、アーム４ａ、４ｂ
、５ａ、及び５ｂと駆動機構部６とが連結する連結ピンが、粘着剤が充填された凹部を有
していてもよく、この場合でも一定の効果が得られる。ただし、羽根群とアームとが摺動
する場所で発生する塵が画質に与える影響が大きいため、羽根群とアームとの連結部に粘
着剤７ｂが充填された凹部７ａを有する連結ピン７を配置することが特に効果的である。
【産業上の利用可能性】
【００４４】
　本発明のシャッタ装置は、例えば装置内で摺動等による塵が発生しても画質の低下を抑
制可能なシャッタ装置などとして利用される。
【符号の説明】
【００４５】
１…地板
２…補助地板
３…中間板
　１ａ、２ａ、３ａ…開口部
４…先羽根群
５…後羽根群
　４ａ、５ａ…アーム
６…駆動機構部
７…連結ピン
　７ａ…凹部
　７ｂ…粘着剤
【図１】 【図２】
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【図４】

【図５】
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